
（別紙３）

～ 令和7年　2月28日

（対象者数） 17名 （回答者数） 12名

～ 令和7年　2月28日

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

様々な感覚が身に付くための製作を今後も検討していく。

2

参加できない非常勤の職員にも情報が分かりやすく伝わるよ

うにしていく。

3

様々な体験をしてもらう為、魅力のある活動プログラムを計

画していく。

子供たちの興味や意見を取り入れ、より充実感のある活動に

する。

4

児童との信頼関係の構築、職員間の情報共有を密にしてい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

資質向上に必要な様々な研修等ができるようにしたい。

2

定期的に全職員でモニタリングを行い、計画等の見直し 定期的に行うことで、より児童の実態に寄り添った計画にし、

支援に繋げる。

重要なことは連絡ツールに残すなど職員間でこまめに児童の様

子を共有している。

様々な経験や体験ができる活動プログラム 活動プログラムが固定しないようにしている。

新しい体験ができる日があるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の様々な研修や体験が必要であること 様々な資格や経験をしている職員がおります。職員たちに５領

域の理解など、今後の支援に必要になってくるものを身に付け

てもらいたい。

児童個々の内発的動機を刺激するアプローチを含む支援を行っ

ている。

強制や枠にはめた支援や表面だけでなく、個々の内面も見つめ

ることを意識している。

○事業所名 放課後等デイサービス　ぱんだ

○保護者評価実施期間
令和7年　2月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年　2月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　3月　19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

四季を感じる製作活動 製作では手の触覚や指を使うもの、想像力を養うような製作を

意識している。

事業所における自己評価総括表公表


